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共創の場形成支援プログラム 【地域共創分野】

プロジェクトの概要
富山大学の持つアルミリサイクル技術ならびに

情報技術を核にして、地域の産学官民が一体とな
って、技術やアイデアの新結合により国際競争力
を伴う高付加価値リサイクルアルミ製品を創り出
し、「循環経済型イノベーション都市」へと社会
を変革する。
アルミでの成功を他の素材にも拡大し、市民と

共に、ものを捨てない「100％循環ライフスタイ
ル」を浸透させ、富山に循環経済に関する新たな
地域産業・サービスを次々と創生し、その魅力で
若年層を中心に人々が集まる地域に活性化する。
これにより、富山県の抱える「人口減少」「産

業の停滞」「活力の低下」等の課題を解決し、日
本有数の「ものづくり県」としての発展を促す。
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年度研究開発課題1「抽出・相分離によるアップグレートリサイクル技術の創成」の目標

2026シリコン濃度が高い鋳造材用途向けアルミスクラップのシリコン濃度を低下させる技術を確立する中間目標1-1

2028鋳造材用途向けアルミスクラップの高いシリコン濃度を、自動車ボディ材料等に利用できる１%以下に低減させる製造プロセスを確立し社会実装する中間目標1-2

2030本拠点で開発した不純物除去原理が経済合理性をもって実装業に適用されていること。PoC達成目標1

2033研究開発課題１と２の知見を統合し、市中のアルミスクラップから、自動車ボディ材料を含む様々な用途向けの再生アルミの最適な製造プロセスを確立し、社会実装する最終目標1

研究開発課題2「アルミ100%資源循環プロセスの実現」の目標

2026由来の明確なスクラップから自動車ボディ材料に利用できる再生アルミの製造プロセスを確立し、社会実装する。 スクラップの分別基準案を作成する中間目標2-1

2028市中スクラップから自動車ボディ材料等に利用できる再生アルミの製造プロセスを確立し、社会実装する。中間目標2-2

2030市中スクラップ材からの再生アルミが自動車部材に使用されていること。PoC達成目標2

－＜上記最終目標1に統合＞ 研究開発課題１と２で、アルミのアップグレートリサイクルを実現する。スクラップ分別基準を完成させる最終目標２

研究開発課題3「アルミ酸化物系廃棄物の循環システム創成」の目標

2026アルミ産業で発生する酸化物系廃棄物に含まれる有害物（ハロゲン化物）を発生工程で1%以下に低減する中間目標３-1

2028アルミ産業で発生する酸化物系廃棄物の90%以上を化成品やセメントの原料（主にアルミン酸ソーダ）として有効利用する中間目標３-2

2030アルミ酸化物系廃棄物の処理材が有価な資材として実用化されていること。PoC達成目標3

2033他産業で発生する廃レンガ等のアルミ酸化物系廃棄物も富山で有価物化する、アルミ酸化物100%循環拠点を形成し、40億円以上の経済効果を得る最終目標３

研究開発課題4「循環経済型社会を支える情報基盤構築」の目標

2026組織画像による品質保証システムプロトタイプ、研究データ共用システムを構築して、企業移転を可能にする中間目標４-1

2028リサイクル材の品質保証システムが実際に利活用されていること。PoC達成目標4

－工程間トレーサビリティシステムの構築、アルミ最適再生工程推奨システム構築、研究加速支援DXシステム構築を行い、企業移転を可能にする最終目標４

研究開発課題5「循環経済型社会構築とそれを担う人財の育成」の目標

2026「100％循環ライフスタイル」の定着に向けた戦略を決定し、関連する各種団体や組織とのネットワークを形成する中間目標５-1

2028富山における「100％循環ライフスタイル」認知度を向上させる(15%) プロジェクト関係人口 1千人全国および海外を対象にしたリサイクルアルミ採用活動の促進と人材
育成の成果として、5品のサンプル提供を実現する中間目標５-2

2030100％循環ライフスタイルを実践する市民・関係人口が1000人を超えていること。 （企業化を目指すものではない）PoC達成目標5

2033富山における「100％循環ライフスタイル」を定着させる プロジェクト関係人口 ５千人 若者の定着人口 現在から1千人増最終目標５

拠点名称：富山資源循環モデル創成にむけた産学官共創拠点
代表機関：富山大学
プロジェクトリーダー：柴柳 敏哉（学長補佐、先進アルミニウム国際研究センター長、学術研究部都市デザイン学系教授）
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2028年までに
450万トン削減

2033年（PJ終了）までに
777万トン削減

自動車車体材料への展開（市場規模56万トン）

アルミスクラップの国内再生（新規74万トン）

PoC達成
目標 １
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